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Sll m m e ry
The statll S Of de8e rtificatio n and rev ege七atio n of the Mu - U6 8 a nd8 W a 昏 a nalys ed
u sing r e mote- s e n sing data and geogr aphic al info r m atio n sy8te 皿. As a whole, the
pr o c e s s of r e v egetatio n domin ated fr o m 1978thro ugh1993. T he cha nges 血o m
a ctiv e s a nd du n eto 丘Ⅹeds a nd du n e w e r e m o st cle a rly obs e r v ed in the 8 tlbu rbs of
the Y ul in city, whe r etr e e-pla ntinga ndr e v egetataion - w orkshav ebeen c o n c e ntr ated
bythe go v e r n m e nt. T hein c r e a s e ofv egetatio n-index was pro mine ntin the are a of
irrigatedc r opla nd. T he de c r e a s e ofv egetatio n･inde x w a spa rticda rlyr e c ogmiz ed in
the br o ad m e ado win the up pe r valley of the Bai･Ee r e8e rVOir. Iti8PO S Sibly(he to
the c o mple x effe ct ofthe o v e ru s e ofgr a s sla nda nd dr ot1ghtc o nditio n.
1. は じめに
中華人民共和国内蒙古･自治区と陳酉省にまたが るム クス 砂地 は長い 間の 人為的活動により砂漠化が進
行 した半乾燥地域 で あるd こ の地は 1 950年代から政府による線化事粟が行われてきた , 中国の代表的
な砂漠化対策モ デル 地域で ある｡
こ の ような地域で植生変動の モ ニ タリ ングを行うことは砂漠化地域にお ける人為的影響を明らか にし,
か つ 持続由な開発方法を検討する上 で なくて は ならない もの である｡ 本研究ではリ モ ー トセ ン シ ン グに
よる衛星画像 の解析を通 して中国ム ウス 砂地の 砂漠化 ･ 緑化地国を作成し, 人為的括動の あり方に つ い
て 考察することを目的とする ｡
2.対象地 の 概況
■
ム ク ス 砂地は黄河中流域の オ/L, ドス 台地上に広がる地域で ､ 北緯 37
白 か ら 40
o
, 標高 1,00 0m から
1,50 0m の 間に広 が っ て い る(figl)｡ 年降水量 は約 40 0m m ､ 年平均気温は ､ 約 6.O
o C である｡ 現地の
景観は中生代砂岩か らなる丘 陵地に地下水に滑車された湿性草地と砂が堆積 した砂丘が展開して い る .
こ の 砂丘 の うち何らか の 方法によ っ て 砂丘が安定化し土壌層が形成され植生が覆 っ たもの を固定砂丘 ､
■31
風成作用 の 支配下にあり植生 と土壌層を欠く もの を移動砂丘 とい う｡ 湿性草地は主 と してイネ科の 多年
草か らなり放牧地 ､ 潜航農地と して 人的利用がなされ て い る伊ig.2).
3
.解析方法
本研 究にお い て 使用 したデ ー タ 柱 ､ 1 97 8年 8 月 19 日 LA N D SA T/M S ､ 19 8 6年 8 月 2 日
L A N D S AT/T M, 1 99 3年 7月 17日 M O Sn d ESSR の 3時期 のデ ー タ で ､ それぞれ の 画像は既存の 地図
に基づ い て幾何補正を施 し､ ム ウ ス砂地 の 【FI心地城北綿 38
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5 6/ 4 4P の大きさ に切り取 っ た｡ まず現地 の 土地類型の変化を把握するた めに , GIS
によりデ ー タ ベ ー ス 化した 1970年代後半当時の 現地の 土地利用図と 19 97年 ､ 1 998年に行っ た現地調
査デ ー タを用 い て最尤分類法による教師付き分類を行 っ た｡
次に現地 の植生量を把握するため ､ 土壌 の反射率を摩滅させ ､ 特に半乾燥地 の ように播生 の少 ない 地
域で有効で あると言 われ る植生指数S A VI を用い て それぞれ の画像で SA ?1 画像を作成した ｡そ して 1993
年 の SAVI画像と 19 78年の S AVI画像を差分 し､ 15年間で植生畳の 変化の 著 しい地 域を算出した ｡
上記2 つ の方捷によ っ て得られ た結果に卸 し､ 現地調査で得られ たデ ー タと現地資料をもと に画像中
の植生変化 に対する考察を行 っ たc
最後に ､ 現地で行 っ た調査から砂漠化 ･ 緑化地図･を作成するため の ア プ ロ ー チ の 1手法と して 教師付
き分類画像 で移動砂丘､ 画定砂丘と分叛された 部分に注目し､ 1 97 8年か ら 19 9 3年にか けて 固定砂丘か
ら移動砂丘 , 移動砂丘から固定砂丘 に変化 した部分が土地利用図上 で どの ような分類をして い るかを解
析 したb
4.結果
4-1,教師付き分類画像､
現地デ ー タと土地利用図か ら教師付せ分類を行 っ たと こ ろ､ 移動砂丘 と固定砂丘 の主として落木で覆
わ れた部分 は特徴的な分光反射特性 を持 っ て い た｡ また固定砂丘上 に つ い て は安定的な特徴が 3時期で
変わ らない 群落が認 められた ため､ そ れを教師に して分類を行 っ た ｡ 湖 ､ 都市域に 関して は 2 つ のカテ
ゴ リ ー 間に誤分類がやや見られた もの の おおむ ね的確に分類で きた ｡ 農地 ､ 染地 ､ 艶性草地零そ の 他の
カテ ゴリ ー に関して は分光反射特性を検討 したと こ ろ重複 してお F) ､ - 季節時期 のデ ー タで は分類は不
可能だ っ たム その ため本研究では これ らの分類に関して 壮草地及び農地 と いう 一 つ の カテ ゴリ ー に統合
して 分類 した｡
そ の後 19 7 8年の 分類された結果と土地利用図の 分類とを比較し分類 の精度を求めた(Tbble 1)o 分類
結果は移動砂丘で 80%以上分類で きたが固定砂丘 では 50 %未満 しか分類 できなか っ た｡ 固定砂丘 の分
類精度が低レ
■
､理由は ､ 本研究 にお ける固定砂丘 の 分類を視覚的に は っ きりと分けられる部分 に限 っ て い
るからで あり ､ 固定砂丘ゐ大部分は草地及び農地に分類されたか らで ある｡ それぞ れの カテ ゴ リ ー を 3
時期で比較すると全体と して移動砂丘 は減少 し七い たo また固定砂丘 は逆に大幅に増加 して い た . 地域
的に見ると稔林市周辺 で固定砂丘が特に増加 して い る ことが わか っ た畔ig.a)o
4-2.S AVI画像 の差分
SA VI 画像 の差分で得られ た画像より ､ 78年か ら 9 3年にかけて 白河ダム 北西部にお い て 大規模な植
生の 衰退 が起 こ つ て い る ことが分か っ た伊ig.4). 稔渓 河沿い の 沖積低地 な ど港概農業が行わ れて い る部
分で は植生真 の 増加 が見られた｡ 濯概可能な地域でこ の間に農地造成が進 んだ績果 と思われ る. また港
親展地ほ どで はないが檎林市周辺 の 造林地 . 緑化地 の植生増加も罷 められた｡
3 2
4･ 3 現地調査及び現地 資料に よる植生変動要 因の推定
倫林の 年間■降水量の 変化を見ると ､ 1978 年にお い て 平年以上 の 降水急が あり , 逆に 1 98 6年 ､ 19 93
年に お い て は平年以下 で あ っ た伊ig.5)o 降水量の 差が画像で 確認される植生丑に大きな影響を及ぼ して
い る ことは十分考えられる o 植生急が増加 したと思われ る愉林周琴で は 1 96 0年から治沙研究所による
治沙 ･ 造林事業が行われて い る｡ 教師付き分類で確熟された檎林周辺 における港木林の 増加は マ ツ梼を
中心と した造林地及び航空播種によ っ て成立 した藤木植生で ある ことが現地調査で明らかになっ た｡ さ
らにその 植生発達 の状況が衛星デ ー タか ら把握された｡
一 方で白河ダム北西部 の植生の 衰退は現地における蘭査により単に降水量の みの彫響が表れて い るわ
けで はない ことが 分か っ た ｡ 現地 妓現在でも優良な牧草地と して 機能して お り､ 画像に見られ る植生 の
衰退は確欝で きなか っ た｡ 従 っ て 1993年に見られた植生の衰退は - 時的な変化であっ た可能性が高い ｡
こ の 地域 の大部分を含む貴陶物豊郷と黄陶勘蓋郷が属する鳥審旗の家畜硬度､ 草地を維持するため の
限界家畜癖度 の 図を見ると(Fig.6)､ 毎年鳥審放で 壮限界家畜感度を越える家畜赦を維持 して い る ことが
分か る｡ また黄陶勘蓋郷 の 1 9 98年の 家畜癒度は限界家畜密度の 2倖近くあ っ た ｡ 黄陶物塞郷では現在
の 家畜数 14 00 0頭に比 べ 19 82年当時で 2 00 00頭 い た事が分か っ て おり ､ 19 7 8年から 1 99 3年におい
て この 地で い かに家畜密度が高か っ たかが推察される｡ 降水量の多い 年は充分草地を維持できるもの の ､
特に降水量が少 なく家畜密度の 高い 場合､ 9 3年に見られた ような現象が起t, ると思われる｡
4-4 砂漠化 . 緑化地図作成の ための ア プ ロ ー チ
本研 究にお い て我々 は画像か ら判断できる砂漠化 , 緑化の 現象に つ い て 固定砂丘から移動砂丘 - の 変
化を砂漠化 ､ 移動砂丘か ら固定砂丘 - の変化を緑化と考え､ 1978 年から 19 9 3年にかけて砂漠化 . ･ 緑
化が土地利用 国上 の どの 分類で起こ っ たの かを解析した(Fig.7)｡
その結果砂漠化が進行 して い るの は主に天水農地, 湿 性草地. 固定砂丘草地 ､ 移動砂丘 で あ っ た｡ 一
方緑化が進ん で い るの ほ濯離農地, 黄土丘陵草地､ 移動砂丘 で あり移郵砂丘が緑化された面積は全体の
面積にお い て著 しく高 い割合を示 した｡ これらの 粗放な土地利用では潜在的に砂漠化が起こりやすい こ
とを示 し
I
C い る｡ また緑化 したと見られる部分は農地か砂丘固定イヒなど人為的な影 執とよるもゎが主で
あると考えられるo
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